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論 文 の 内 容 の 要 旨

2002年および2003年の夏～初秋､北海道内のゴルフ場のケンタッキーブル

ーグラス(jわ叩乃ね刀且由L.)の芝地に国内では未報告の病害が発生した｡本病

は茶褐色や黄褐色､直径約20～40cmで､円形パッチあるいはリング状を呈し

たが､不整形のものもあった｡篠病した根や地下旬旬茎は黒く変色する特徴が

あり､茶褐色で有隔の外生菌糸や菌糸埠が数多く観察された｡また､根や地下

葡旬茎から､高頻度に分離される菌が･あった｡本菌のショ糖加用ジャガイモ煎

汁寒天(PSA)培地上での最適生育温度は20～25℃の間であった｡病原性試験

の結果､本菌はケンタッキーブルーグラスに病原性を示した｡さらに､ケンタ

ッキーブルーグラス以外の3種の寒地型芝草および3種の曖地型芝草にも病原
性を示した｡偽子のう殻､子のうおよび子のう胞子の形態的特徴などから､本

菌を(わhjo印haete肋hzTae(J･Walker&A･M･Sn,)Shoemaker&Babcock

と同定した｡

一方､コウライ･シバ(ゑ卵血皿∂加肋Merr.)､ノシバ(Zカp∂刀元aSteud･)

および日本芝の改良品種(み如朋血摘teud･×Z皿aむ℃肋Merr･)に発生する生

育不良症状､いわゆる｢しずみ症｣の中にも国内では未報告の病害が確認され

た｡本病は芝地上で直径約10～40cm､円形パッチあるいはリング状を呈したが､

不整形のものもあった｡羅病した根や葡旬茎は黒く変色する特徴があり､茶褐

色で有隔の外生菌糸や菌糸塊が多く観察された｡根や旬旬茎から高頻度に分離

された菌のPSA培地上での最適生育温度は20～25℃の間であった｡病原性試

験の結果､本菌は日本芝､バミューダグラス類(qⅦβ血刀血e妙血刀Pers･×

C如月β柑虚血月旦由BⅥrttDavy)および4種の寒地型芝草に病原性を示した｡ま

た､コウライシバに対する病原性は､日本芝立枯病菌(用長句血毘Sp･)より

も高かった｡偽子のう殻､子のうおよび子のう胞子の形態的特徴などから､本

菌もqp患わ坤血e作肋且meと同定した｡本菌による国内で未報告のケンタッ

キーブルーグラスおよび日本芝の病害をネクロティツクリングスポット病(英

名:neCrOticring･SpOt)とすることを提唱したo
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次に､1999年の晩春～初秋､静岡および千葉県内のゴルフ場のクリービング

ベントグラス(4訂那加=庖血皿脆朋几.var･卵血血痕(Huds･Farw))のグリー

ンに､国内では未報告の病害を確認した｡本病はグリーン上で直径1-5cm､茶

色､赤褐色および淡褐色を呈していた｡葉身に病斑の形成は認められず､全身

が萎凋し､枯死する特徴があった｡菓身と葉鞘には淡褐色で有隔壁の外生菌糸

が極めて多く観察され､高頻度に分離された｡本菌のショ糖加点ジャガイモ煎

汁寒天培地上での最適生育温度は25℃であった｡病原性試験の結果､本菌はク

リービングベントグラスに極めて高い嘩原性を示した｡また､ペレニアルライ
グラス(ムα〟打皿クe作月月eL.)やバミューダグラス類にも高い病原性を示した｡

偽子のう殻､子のうおよび子のう胞子の形態的特徴などから､本菌を

q)hib寧pLaetelLaagTOStjkDernOeden,Camara,0'Neil,VanBerkum&Palm

と同定した｡本菌による国内で未報告のクリービングベントグラスの病害をデ

ッドスポット病(英名:deadspot)とすることを提唱した｡
次に､ノシバの葉鞘が腐敗する新規症状から未同定の戯血cね月元属菌(UN

株)を分離した｡UN株は2核で､肋cね月血属菌の菌糸融合群(AG)･Dと

融合した｡そこで､これらの菌株と彪血ぐねβ血AG-DのサブグループⅠおよび

Ⅱとを培養形態､異なる温度における菌糸伸長速度､菌糸融合頻度､病原性お

よびrDNA･ITS領域の塩基配列の解析により比較した｡UN株の菌叢の色は淡

黄色で､AG･DIと異なったが､AG･DⅡとは同じであった｡UN株の菌核は茶

褐色で径1～3mmであり､AG･DI(径1mm)のものより大きかった｡一方､

AG･DⅡは､白色で4～5mmの菌糸塊を形成した｡UN株の菌糸伸長速度は､各

温度においてAG･DIおよびⅡよりも遅く､特に25℃では顕著だった｡ノシバ

に対する病原性試験では､UN株はAG･DIおよびⅡよりも発病がやや軽く､病

原性が低かった｡UN株のrDNA･ITS領域の塩基配列は､UN株間ではほとん

ど同一であったが､AG･DIおよびⅡとは相同性が低かった｡rDNA･ITS領域の

塩基配列より作成した系統樹では､UN株は2つのサブグループとは異なるク

ラスターを形成した｡よって､UN株を戯血eね月由AG･Dの新たなサブグルー

プ｢Ⅲ｣とし､本菌によるノシバの病害を｢疑似葉腐病(春腐症)(英名:Spring

rot)｣と呼ぶことを提唱した｡

審 査 結 果 の 要 旨

本論文の公開学位論文発表会は､審査委員全員を含む関連教員や学生の出席者のもと､平成

20年1月21日(月)午後2時より岐阜大学連合大学院棟6F会議室において実施された｡

本論文は､わが国のゴルフ場の芝草に発生した3種類の新規病害を解明したものである｡

最初に､ケンタッキーブルーグラス(飯♪摺ぬロ由L.)の未報告病害について検討した｡

本病は茶褐色や黄褐色､直径約20～40cmで､円形パッチあるいはリング状を呈したが､不整

形のものもあった｡羅病した根や地下葡旬茎は黒く変色する特徴があり､茶褐色で有隔の外生

菌糸や菌糸塊が数多く観察され､高頻度に分離される菌があった｡分離菌はケンタッキーブル

ーグラスに高い病原性を示した｡偽子のう殻､子のうおよび子のう胞子の形態的特徴などから､

本菌をWaezt!Lhkme(J･Walker&A･M･Sm･)Shoemaker&Babcockと同定

した｡一方､コウライシバ(勿I唱由皿β分地MerL)､ノシバ(易承卯皿由椙teⅥd･)および日

本芝の改良品種(物血Steud.×Z皿虐な曲Merr･)に発生する生育不良症状､いわゆる

｢しずみ症｣の中にも発生症状が類似する未報告病害が確認された｡罷病した根や葡旬茎は黒
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く変色する特徴があり､高頻度に分離される菌があった｡痛原性試験の結果､本菌は日本芝､

バミューダグラス類(¢℡血ゐ殖Per乱×C加β招血由おBⅦ鵬tDa叩)および4種の

寒地型芝草に病原性を示した｡また､コウライシバに対する病原性は､日本芝立枯病菌

(月物血用印.)よりも高かった｡形態的特徴などから､本菌もq血肉由紀料地血町野

と同定した｡本菌による国内で未報告のケンタッキーブルーグラスおよび日本芝の病害を

ネクロティツクリングスポット病(英名:neCrOticringspot)とすることを提唱した｡

次に､クリービングベントグラス(A卯劇おβぬゐ血L.vanク血血由(Ⅱu由.FarⅣ))

の未報告病害について検討を行った｡本病はグリーン上で直径1～5cm､茶色､赤褐色および

淡褐色を呈した｡葉身に病斑の形成はなく､全身が萎凋し､枯死する特徴があった｡葉身と菓

鞘に'は淡褐色で有隔壁の外生菌糸が極めて多く観察され､高頻度に分離される菌があった｡病

原性試験の結果､本菌はクリ⊥ビングベントグラスに極めて高い病原性を示した｡偽子のう穀､

子のうおよび子のう胞子の形態的特徴などから､本菌を伸ae戚白月g耶由Demoeden,

Camara,0,Neil,VanBerkun&Palmと同定した｡本菌による国内で未報告のクリービン

グベントグラスの病害をデッドスポット病(英名:dead8pOt)とすることを提唱した｡

次に､ノシバの葉鞘が腐敗する未報告病害について検討を行った｡この腐敗症状を呈したノ

シバからは未同定の2核肋血属菌(UN株)が多く分離され､菌糸融合群(AG)･D

と融合した｡そこで､これらの菌株と肋皿由AG･DのサブグループⅠおよびⅡとを培養

形態､異なる温度における菌糸伸長速度､菌糸融合頻度､病原性およびrDNA･ITS領域の塩基

配列の解析により比較した｡UN株の菌避の色は淡黄色で､AG･DIと異なったが､AG-DⅡと

は同じであった｡UN株の菌核は茶褐色で径1～3mmであり､AG･DI(径1mm)のものよ

り大きかった｡一方､AG･DⅡは､白色で4～5mmの菌糸塊を形成した｡UN株の菌糸伸長速

度は､各温度においてAG･DIおよ･びⅡよりも遅く､特に25℃では顕著だった｡ノシバに対す

る病原性試験では､UN株はAG･DIおよびⅡよりも発病がやや軽く､病原性が低かった｡UN

株のrDNA･ITS領域の塩基配列は､UN株間ではほとんど同一であったが､AG･DIおよびⅡ

とは相同性が低かった｡rDNA･ITS領域の塩基配列より作成した系統樹では､UN株は2つの

サブグループとは異なるクラスターを形成した｡よって､UN株を肋ぬ皿由AG･Dの新た

なサブグループ｢Ⅲ｣とし､本菌によるノシバの病害を｢疑似菓腐病(春腐症)(英名:島p血g

mt)｣と呼ぶことを提唱した｡

今回のような未報告病害の発生は芝草管理者をしばしば困惑させるが､本研究は､これらの

病害の発生生使および病原菌の解明を行ったもので､芝草管理者に対する貢献度は極めて高

い｡また､世界的に新しい病原菌の発見も行っており､学術的価値は極めて高い｡今後は､こ

れらの病害の診断方法や効率的防除法についての研究が期待される｡

以上について､審査委貞全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論文とし

て十分価値あるものと認めた｡
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